
基礎研修セミナー 開催のお知らせ

ビッグデータに関する
知識･操作･活用方法を学ぶ！

データの分析で地域課題を解決してみませんか!?
・地域の課題の分析 ・効果的な政策の立案 ・事業効果の検証

・地域活性化策の検討 など

⇒データ分析による地域課題の解決へ

主催：福島県
（地域経済分析システム普及促進事業）

詳細・お問い合わせは下記まで
ランドブレイン株式会社（委託元：福島県企画調整部復興・総合計画課）

郡山事務所 TEL：024-927-1585 MAIL：koriyama@landbrains.co.jp

■開催内容

午前の部（10:00～12:00） 自治体職員向け基礎研修セミナー

午後の部（13:30～15:30） 民間団体等向け基礎研修セミナー

※｢自治体向け｣･｢民間団体向け｣ともに使用するテキストは同じです。研修内容は若干異なります。

※研修に必要な備品としてパソコンをご準備下さい。事務局で準備するPCは数に限りがあります

研修に関します詳細・申し込みについては裏面をご覧ください。

定員100名（事前申し込み制）



 

自治体職員向け、並びに民間団体向けのビッグデータ活用に関する基礎研修会を、11 月 14 日（火）に郡山

市の南東北総合卸センター中会議室（福島県郡山市喜久田町卸１丁目１－１）で開催いたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【RESAS で分析可能なこと（一例）】 
・各産業の地域経済への貢献度  ・現在～将来の人口構成（人口マップ）  ・自治体のお金の流入  ・流出状況 
・人口の転入、転出先  ・農業部門別の販売金額の割合  ・各種指標の地方自治体間での比較  ・観光客の人口や出発地  等 

 ※自治体職員の方は午前の部【自治体向け】基礎研修セミナーに、民間団体（観光・まちづくりに関する民間団体、
経済団体、NPO 団体等）の方は、午後の部【民間団体向け】基礎研修セミナーにご参加いただけます。 

 ※【自治体向け】【民間団体向け】ともに使用するテキストは同じです。なお、研修内容は、若干異なります。 

 

 

下記の２つの方法のいずれか申し込みください。 

■メールによる申し込み                    

【件名】に「ビッグデータ活用基礎研修参加申込」 とご記入いただき、 

① 代表者氏名（ふりがな） ② 所属・団体名 ③ 【自治体向け】/【民間団体向け】の区分 

④ 参加人数  ⑤PC（パソコンの希望の有無）※ 
※30 台程度の準備となります。先着順で無くなり次第 PC の受付は終了となります。 
※１団体あたり最大 1 台となります。PC がなくともテキストでの受講は可能ですが、必要に応じてご持参下さい。 

をご記入の上、下記メールアドレスに、お申込みください。（代表者の方がまとめて申し込みください） 

fukushima_resas@landbrains.co.jp 
■FAX による申し込み                  

下記事項をご記入の上、事務局（ランドブレイン㈱ 郡山事務所）宛に FAX  024-927-1586 をお送りください。 

（ふりがな） 

代表者氏名 

 
所属・団体名 

 

自治体・民間の区分 

○をつけてください 自治体  ・  民間団体 参加人数             人  

連絡先（電話番号）  E-mail  

PC 希望の有無 

（〇を付けて下さい） 
PCを 1 台希望する  ／  PCの準備を希望しない 

 
 

 

 

ランドブレイン株式会社 TEL：024-927-1585 担当：郡山事務所 佐藤・水坂 

E-mail：fukushima_resas@landbrains.co.jp（お問合せ、ご質問、ご相談はメールにてお願いいたします。） 

※取得した個人情報を第三者へ提供することは一切ございません。研修会運営に必要な範囲内でのみ使用いたします。 
※本事業の運営事務は福島県よりランドブレイン㈱に委託し、実施しております。（お問い合わせ／福島県復興・総合計画課） 
  

ビッグデータ活用に関する基礎研修セミナー 開催概要 

参加申込方法            ※定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。 

お問い合わせ事務局        ※定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。 

使用するビックデータは、地域経済分析システム（RESAS）等 

誰でも無料で利用できるビッグデータを使用します 
RESASとは 

■ 誰もが使える、わかりやすい画面操作 

■ 永続的に進化し続けるシステム（政府・民間のビックデータの更新追加） 
 ・地域経済に係る様々なビックデータ（企業間取引、人の流れ、人口動態等）を収集し、わかりやすく 

「見える化」するため、国が構築したシステムです。（平成 27 年 4 月運用開始） 
 ・客観的なデータの取得、分析が容易になり、効果的な政策や事業の立案、実行、検証（PDCA）が可能です。 

■ プログラム 

  １．導入   →データに基づいた論理的思考の重要性について実例を交えて紹介 

  ２．講義   →ビッグデータの機能と可能性を実際に操作しながら解説 

  ３．意見交換 →ビッグデータを使って分かった地域の「今」と「未来について」 

４．質疑応答  

mailto:fukushima_resas@landbrains.co.jp

